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自己紹介 
ORCID ID: 0000-0003-1996-4259	

•  1995年頃の電⼦ジャーナル化が本格化する頃より、ドメ
イン（東京⼤学・理学部（有機合成化学））を持ちなが
ら学術情報流通の変⾰に実地で参画（化合物データ管理）�

•  ⽇本化学会にて、電⼦投稿査読開発、電⼦ジャーナル化、
世界最速レベルの出版体制構築、 ビジネスモデルの確⽴、
オープンアクセス対応などをこなす（電⼦付録（データ）対応）�

•  学術情報流通を俯瞰する過程で化学に限らない学術情報
流通の将来と研究活動基盤⾃体の変⾰に興味を持つ�

•  2012年より科学技術・学術政策研究所で、科学技術予測
調査の傍ら、オープンアクセス、オープンサイエンス政
策などの調査研究と実装に取り組む（内閣府、RDA、G7）�



多様な“帽子”	

•  [学術出版界、産業界] 
–  ALPSP理事 (2011) 
–  J-STAGE & JaLC (2001- )  

•  [図書館とオープンアクセス] 
–  SPARC Japan Steering Committee (2007-)  
–  Open Access Week International Adviser 

Meeting (2014-) 

•  [科学コミュニティ] 
–  日本学術会議特任連携会員 (2010-2014) 
–  IUPAC 国際純粋応用化学連合　会員 (2012- ) 

•  [政策と行政] 
–  NISTEP, 文部科学省、内閣府 (2006- ) 



国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討
会 (内閣府)	
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From top to bottom	



0 本日の構成	
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オープンアクセス、オープンサイエンスの展望�
１. 論文のオープンアクセスから研究のオープンサイエンスへ�

２. オープンサイエンスの多様性�

�

研究データ利活用促進�

３. 科学技術・学術にとっての研究データの利活用�

�

大学運営から見た大学図書館への期待�

４. 図書館への示唆�



１論文のオープンアクセスから研究のオープンサ
イエンスへ	
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1−1　論文の「電子化」からネットワーク化�

1−2　アクセスから再利用、出版から共有へ�

1−3　過渡期と変化の加速、非連続変化�

1−4　研究活動のオープン化と研究「成果」の共有・利活用�
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Digital	Resources		
management	tools	

E-journal	
E-journal	

E-journal	

DB	 DB	

DB	

E-journal	
E-journal	

E-journal	

DB	

Google	(Scholar)	

Secondary		
informa9on	DB	

Cita9on	DB	

Reference-linking	

Via	portal	site	

Secondary	DB	

Titles	
Packages	

Ins9tu9onal	
Knowledge	DB		

Packaging	

Internet	

（linking	each	ar9cle	
with	DOI,	OpenURL）	

Specialty		
of	readers	

#	of		
readers	

High	
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License	Management	by	Libraries	

EJ:Many Routes, Many Readers 

Reader	

Publisher 
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ネットワーク化	

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 
Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.	

SciVal, SciVerse 
WOS, InCites 
	



ID(識別子)の重要性�
どの研究機関の誰がどの研究費を使ってどんな研究をし、�
その成果とインパクトはどうだったかがわかる時代へ�

Internet 

研究者	

研究機
関	

論文 
(成果)	

研究費	

ORCID 
E-Rad 
KAKEN-研究者リゾルバー 
READ 

DOI	

データマイニング 
Open ID 
オープンアクセス 

研究費の透明性の確保 
社会への説明 

引用・アクセス数などに
よる横断的パフォーマン
ス解析＋Altmetrics	
	

論文誌の電子ジャーナルをめぐる最近の動き，科学技術動向,	2009/7,	100,	10-18.	
(一部改変)	



購読費モデル、 OAモデ、jレと購読費リダイレクション

購読費モデル OAモデル SCOAP3モデル
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研究者 ． 研究者
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潮目の変化	

旧来の図書館と出版者の枠組みを超えた動き�

2010年頃から�

• Gold OA journal “Rush”�

• OA mega-journal�

• Mendeley, ResearchGate�

• Altmetrics�

• Rubriq�

• Data journal�

• figshare�

�
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歴史に習えば�

• ポストグーテンベルグの過渡期に居る我々�

Transition State	

Future Design	

?	

Print based dissemination	 Web native dissemination	

Past Design	

学術情報流通の再発明�

Letter based  
dissemination	

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy_ja.svg	

K. Hayashi, “Current States of Impact Assessment of Research Outputs in Japan and Some Challenges to Measure New Impacts for Japan's Stakeholders,” OECD-ESTONIA 
WORKSHOP ON IMPACT ASSESSMENT: PRACTICES, TECHNIQUES AND POLICY CHALLENGES, May 15-16 2014, Estonia. (revised)	
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論文のオープンアクセスからオープンサイエンスに至る俯瞰図	

Open Access	 Open Science	

オープンデータ 
(Open gov.)	

研究データのオープン化 

Creative Commons 

オープンソース 

2000’s 2010’s 

Science 2.0+ 

Citizen Science 

Self Archiving 

Science Commons 

機関リポジトリ Full OA (mega) journal 

論文への 研究成果の 

データベース, リポジトリ 

研究活動のオープン化 アクセスから 再利用へ 

データ共有 

データジャーナル 

オープンイノベーション 

漸次的な変化 
改善・機能強化 

非連続な変化 
再設計 

Code for X	
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（学術的な活動） 

（公、民間の活動） 



学術情報流通を取り巻くアイテム、サービスの変革
基準 変革第初段階 変革次段階 不連続変革

アイテム 対象 対象の電子化 新しい価値の付加
別業種、新規ステークホルダー
の参入、異なる視点からの価値
の付与、サービスの実装

ジャーナル 冊子体 PDF
Xhtm l　データベースとの連携
動画ジャーナル

（データ出版）

査読 Peer	Review 電子査読システム
O pen	Peer	Review
O Aメガジャーナル用簡易
Review

Altm etrics等を利用した事後レ
ビュー

文献管理 ファイリング EndN ote（初期） RefW orks Zotero,	M endeley、ReadC ube

購読・配信
発送ベースの購
読管理

IP、ID管理 パッケージとビッグディール オープンアクセス

書籍 紙の書籍 PDF ePuB (eB ook)、独自フォーマット

蔵書管理 目録 O PAC W ebC at,	W orld	C at
カーリル、ディスカバリーサービ
ス、Am azon

授業 プリント授業 ppt利用 O CW (O pen	C ourse	W are) M O O C

板書 黒板 電子黒板 インタラクティブホワイトボード M O O C上のスクリーン

目的

紙、物流、郵送
ベースの仕組み
で目的を達成す
る手段

アイテムのデジタ
ル化、W W W対応

前段階をベースにインクリメンタ
ルに革新することが繰り返され
る

アイテムの本来の目的に（結果
的に）立ち返り、別の手段、パラ
ダイムで目的を実現する

*あくまで例示であり、各要素、サービスごとに、1つの見方を切り取って紹介している場合もある



２オープンサイエンスを推進する意味	

16	

2−1　科学を変えるオープンサイエンス�

2−2　産業を変えるオープンサイエンス�

2−3　市民を変えるオープンサイエンス�

2−4　科学技術・学術の再構成、社会変容と政策�

　　　　（オープン[デジタル]サイエンス）�

2−5　研究公正との親和性�



内閣府：我が国におけるオープンサイエンス推進のあり
方について	
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http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/	

 
「オープンサイエンスとは、公的研究資金を
用いた研究成果(論文、生産された研究
データ等)について、 科学界はもとより産業
界及び社会一般から広く容易な アクセス・
利用を可能にし、知の創出に新たな道を開 
くとともに、効果的に科学技術研究を推進
することで イノベーションの創出につなげる
ことを目指した新た なサイエンス」 



オープンサイエンスの3つの要素	

• Science 2.0�
–  科学そのものが変わる�

• Data Driven Science�

• Collaborative Team Science on a platform �

• Open Innovation�

–  技術、産業、知財の在り方が変わる�
• Industry 4.0�

• 著作権や特許の制度疲弊�

• Citizen Science�

–  市民の科学技術への関与が変わる�

• 科学者の範囲が広がる�

• 市民の科学技術政策への参画�

18	



OAの潜在的便益（政策的観点）	

• 研究を加速し成果を見つけやすくすること
で研究開発投資の費用対効果を上げる�

• 同じ研究を繰り返すこと避け、研究開発コ
ストを抑える�

• 境界領域や多領域にまたがる研究の機会
を増やし、多分野の協調を促す�

• 研究結果の商業化を早く広い観点から行
い、公共研究開発投資の効果を上げ、科
学情報を基にした新しい産業を生み出す�

Fact sheet: Open Access in Horizon 2020 https://ec.europa.eu/
programmes/horizon2020/sites/horizon2020/files/FactSheet_Open_Access.pdf	 19	



G8 2013 Science 
Ministers’ Agreement of  
Open Research Data�

“Open	Government	Data”	

Y.	Murayama	



内閣府：我が国におけるオープンサイエンス推進のあり
方について	

21	
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日本の政策の動き	

•  “「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」
報告書：我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方につ
いて　～サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～”. 2015-03 

•  第8期学術情報委員会 学術情報のオープン化の推進について. 
文部科学省, 2016-01.  

•  日本学術会議オープンサイエンスの取組に関する検討委員会 
（平成27年度） 

•  (平成27年版科学技術白書) 
•  「第5期科学技術基本計画」.　2016-1 

　　第4章2節3項「オープンサイエンスの推進」 
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日本の政策の動き	

•  “「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」
報告書：我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方につ
いて　～サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け～”. 2015-03 

•  第8期学術情報委員会 学術情報のオープン化の推進について
（中間まとめ）. 文部科学省, 2015-09.  

•  日本学術会議オープンサイエンスの取組に関する検討委員会 
（平成27年度） 

•  (平成27年版科学技術白書) 
•  「第5期科学技術基本計画」.　2016-1 

　　第4章2節3項「オープンサイエンスの推進」 

	
23	

第4章「科学技術イノベーションの基盤的な力の強化」 
・今後起こり得る様々な変化に対して柔軟かつ的確に対応するため、若手人材の育
成・活躍促進と大学の改革・機能強化を中心に、基盤的な力の抜本的強化に向け
た取組を進める。 
 
（2）「知の基盤の強化」③「オープンサイエンスの推進」 
・オープンサイエンスの推進体制を構築し、公的資金による研究成果については、
その利活用を可能な限り拡大することを、我が国のオープンサイエンス推進の基本
姿勢とする。	
	



G7 科学技術大臣会合　つくば　2016.5	



G7 科学技術大臣会合　つくば　2016.5	

i. オープンサイエンスに関する作業部会を設置して、OECD といっ
た国際機関との連携 を視野に入れたオープンサイエンスのポリ
シーの共有、インセンティブの仕組みの検 討、公的資金による研究
成果の利用促進のためのグッドプラクティスの特定を行うこ と。 
	
ii. オープンサイエンスが有効に活用され、すべての人がメリットを
享受できるようにする ために、国際的な協調や連携を推進して、デ
ジタルネットワークの整備、人材の確保など、 適切な技術やインフ
ラを整備すること。	



論文のオープンアクセスからオープンサイエンスに至る俯瞰図	

Open Access	 Open Science	

オープンデータ 
(Open gov.)	

研究データのオープン化 

Creative Commons 

オープンソース 

2000’s 2010’s 

Science 2.0+ 

Citizen Science 

Self Archiving 

Science Commons 

機関リポジトリ Full OA (mega) journal 

論文への 研究成果の 

データベース, リポジトリ 

研究活動のオープン化 アクセスから 再利用へ 

データ共有 

データジャーナル 

オープンイノベーション 

漸次的な変化 
改善・機能強化 

非連続な変化 
再設計 

Code for X	

26	

（学術的な活動） 

（公、民間の活動） 



ビジョン	

Movement of  
Open Science	

再構成 
新しい枠組み（ゲーム）  
 -科学　知の発展と評価 
 -知財　産業と経済 
 -教育　人材育成 

27	

ひずみの解消	



ゲームチェンジ	

28	

http://d.hatena.ne.jp/OdaMitsuo/
20151201/1448895608	http://jp.wsj.com/articles/SB10519349150193173538704581499900801192030	

SNS上で論文を（勝手に）
シェアすることが議論を呼
んでいる	



ゲームチェンジの兆し	

29	http://sci-hub.cc/	

「科学の発展」のために5000万件
以上の研究論文を無料で読める
ようにしている海賊版（義賊版?）
サイト「Sci-Hub」	

カザフスタンの科学者アレクサンドラ・
エルバキアンのつくった論文交換サイト	
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hXp://doi.org/10.1241/johokanri.58.737	
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新しい出版、情
報共有の仕組み	
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の仕組み	

情報管理2016を一部改変	
hXp://doi.org/10.1241/johokanri.58.737	



ツール	 サービス	 ID	 システム	

研究活動	
プラットフォーム	

オープンサイエンス 
プラットフォーム	

データ共有・保存体制	

モニタリング	

研究活動の見える化 
（資金活用含む）	

貢献者の見える化	

研究の発展がメインミッション	

平時	 有事	

有事はプラットフォームが 
研究公正対応ツールとしてバックエンドに入る	

戦略的オープン化による研究関連情報の利活用	

オープンサイエンスと研究公正の親和性	

林　情報の科学と技術　2015	



Landscape	of	Open	Science/Research	Data		Sharing		

33	

Future	Earth	
(ICSU,	UNESCO,	UNEP,		
UNU,		Belmont	Forum,…)	

2008-	

OECD：	
Projects	of	Intl.	e-Infra./	
interoperable	policy	

European	Open	Science	Cloud	
ESFRI、EUDAT、GEANT．．．	

1966-	

2012-	

Interna9onal	Council		
for	Science	ICSU-World	Data	System	

CODATA	(CommiXee	on	Data		
for	Science	&	Technology,	ICSU	

Research	Data	Alliance	

Group	on	Earth	Observa9on	
Global	Earth	Observa9on		

System	of	Systems	

Y.	Murayama	



３科学技術・学術にとっての研究データの利活用	

34	

　3−1　論文の付録からデータジャーナルへ�

　3−2　データリポジトリから、研究データ基盤へ�

　3−3　欧州サイエンスクラウドの野望と現実�

　3−4　国内外のオープンサイエンスの議論から見える現状�



（実験、試験的取り組み）	
包括的なデータ共有・保存・管理	

一部を除いて、データ共有の作法、事業永続性を担
保する手法について、まだ科学全般的なコンセンサス、
あるいは各研究者コミュニティのコンセンサスが整っ

ていない領域	

	
	

付録	
データ	

実験	 出版	分析	 整形	
	

公開�
共有�

非公開�
個人・機関�
所有�

(相対的データ量)	

大	 中	 小	

集積・統合	

データリポジトリ	
（玉石混淆の場合あり）	

データジャーナル	
（一定の質保証がされたデータセット）	

データ出版	

論文	

引用�

引用�

データ消失　or	
見えないデータ化	

従来の付録公開	
（インセンティブ小）	

データ作成貢献の
見える化と再利用

の促進�
＋論文の根拠の透明化�

整形	
登録	
引用	

派生
論文	

引用	

登録	

登録	

Data	 Data	 Data	

Review	

喫緊の実践的課題�

→使えるデータ化	

論文の根拠データからの�
共有と活用	

研究立案段階からの研究管理	
研究マネジメントツールの活用など	

OA出版事業の援用と、	
引用などに基づく影響度測定	

イラストの一部は以下を再利用Kratz	J	and	Strasser	C	2014	
[v2;	ref	status:	indexed,	hXp://f1000r.es/3hi]	F1000Research	
2014,	3:94	(doi:	10.12688/f1000research.3979.2)	

オープンサイエンスをめぐる新しい潮流（その3）研究データ
出版の動向と論文の根拠データの公開促進に向けて	
hXp://data.nistep.go.jp/dspace/handle/11035/1144	



研究データ共有・利活用の現状	

• データマネジメント�

– システム�

– プラン�

– ビジネスモデル�

– 人材�

• モニタリング（観測）　�

– プラットフォーム化�

– 研究活動のモデル化とシステム化�

– 多様性への対応（Herding Cats、Long Tail）�

– 研究公正対応にもうまく活用� 36	

（林、第3回オープンサイエン
スデータ推進ワークショップ、
京都⼤学, 2016.9）�



欧州サイエンスクラウド（EOSC）	

• 2015年5月Digital Single Market Strategy（デジタル
単一市場戦略；DSM）�

– デジタル技術に基づく情報利用・サービス、ネットワー
クや経済の向上を実現（5億人、50兆円）�

– データ・情報通信の標準化および相互運用性
（interoperability）の確保が優先事項�

–  EUの試算によればEuropean Open Science 
Cloud(EOSC)構築に67億ユーロ、うち20億ユーロは
ホライゾン2020予算、残り47億ユーロは他の公的・
民間資金を併用して投資するとしている�

37	
村山泰啓, 林和弘（2016）. 欧州オープンサイエンスクラウドに見るオープンサイエンスおよび研究データ
基盤政策の展望. STI Horizon. Vol. 2, No. 3,p. 49-54：http://doi.org/10.15108/stih.00044 



欧州サイエンスクラウド（EOSC）	

• 既存の研究データ基盤構築の施策との連携調整：
EUDAT、GÉANT、LIBER、OpenAIRE、EGI等�

– 分野的・地理的・施策上別箇に整備されたシステム
を結合�

– 欧州全体の研究データ利活用基盤→世界的な共通
基盤（“Global Open Science Cloud”）へ？�

– NIIさんのOpen AIRE連携�

→リサーチコミュニティはついているのか？	

38	



これまでの議論から	

• 必要なところでしか研究データ共有とオープン
サイエンスは進まない�

– 研究者、研究コミュニティの実装ノウハウの積み重
ねが（必要なところから）進む�

– 義務化は（できれば）最後のひと押しであるべき�

（林、第1回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ、京都⼤学, 
2015.9）�



これまでの議論から	

• オープンサイエンスの本質は、実はこれまで
の取り組みの中にすでにあることも多い �

– 事業モデルの構築、サービスの再構成の中で、レ
ガシーの様々なしがらみや新しい課題にぶつかり、
乗り越える必要がある。�

（林、第2回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ、京都⼤学, 
2015.12）�



これまでの議論から	

• 科学や研究手法が変わる�

– どう変わるか？（転換、付加的）�

– 学術活動エコサイクルの再認識と再デザイン�

– Virtual Research Environment�

• G7レベル（政府高官トップダウン）からRDAレ
ベル（現場ボトムアップ）まで�

– 新しい研究活動スタイルによる知識の獲得�

– 新しい経済活動に基づく産業振興�

– オープンbyデフォルト時代への対応（DSM）�
（林、第3回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ、京都⼤学, 
2016.9）�



４図書館への示唆	

42	

　4−1　既に変わり、まだまだ変わる図書館の役割�

　4−2　メタ思考でみれば変わらぬ図書館の本質�

　　　　（アレクサンドリア図書館の逸話より）�

　4−3　大学運営と図書館の可能性�

　4−4　図書館員と研究データの折り合い�



余談	

43	



できることから　ビジョン構築へ	

44	

• 電子ジャーナルのゲートキーパー(GK)�
–  購読誌の目利き�

–  OAジャーナルの目利き(APC)�

• 研究成果のGKから研究のパートナーへ�
–  リポジトリを通じた情報発信、共有、保存�

–  研究データを扱うスペシャリストへ（汎用型、ドメイン型）�

–  研究のデザインから参画は可能か�

• 研究開発のために必要な情報基盤の整備�
–  蔵書構築→データベース構築→プラットフォーム共創�

–  「新しい価値を伴ったサービス」の提供�

• 経営に不可欠な存在へ�

–  アレクサンドリア図書館とヘレニズム文化�

–  船舶版が存在した背景＝情報を集めることの重要性�



図書館の責任、役割とチャンス	

 

・図書館は、技術的なサービス（例えばデータ保存）より
も、相談型のサービス（例えば、データ管理計画、標準
的なメタデータ、データ引用の実際に関する情報を見
つける方法）を提供している。�

・研究データサービスに関するポリシーを持っている機
関は半数以下である。�

・3分の2の図書館長が、図書館が研究データサービス
に関与していく必要性に強く同意している。�

Research Data Services in European Academic 
Research Libraries by LIBER　�
http://current.ndl.go.jp/node/32730	 45	



図書館の責任、役割とチャンス	

•  vii. Libraries, archives and repositories 
have a responsibility for the development 
and provision of services and technical 
standards for data to ensure that data are 
available to those who wish to use them 
and that data are accessible over the long 
term.  

（Open Data in Big Data World 
http://www.icsu.org/science-international/accord/open-data-in-a-big-
data-world-short） 
 46	



データピラミッドとライブラリアン	

47	https://www.nist.gov/sites/default/files/documents/data/Final-O-5701_0.pdf	

Post 
Publication	

Pre 
Publication	



歴史に習えば�

• ポストグーテンベルグの過渡期に居る我々�

Transition State	

Future Design	

?	

Print based dissemination	 Web native dissemination	

Past Design	

学術情報流通の再発明�

Letter based  
dissemination	

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy_ja.svg	

K. Hayashi, “Current States of Impact Assessment of Research Outputs in Japan and Some Challenges to Measure New Impacts for Japan's Stakeholders,” OECD-ESTONIA 
WORKSHOP ON IMPACT ASSESSMENT: PRACTICES, TECHNIQUES AND POLICY CHALLENGES, May 15-16 2014, Estonia. (revised)	

48	



歴史は繰り返す�

•  グーテンベルグによるある種のオープン革命 

遷移状態	

Future Design	

手紙、写本 
手書きベース	
写本 

Past Design	

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Activation_energy_ja.svg	
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ジャーナル 
大量印刷ベース	

より 
Openな 

基盤	



オープン＆ネットワーク化	

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 
Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.	

SciVal, SciVerse 
WOS, InCites 
	



カオスを楽しむために	

（研究データの利活⽤の先に⾒えてくる）�
⻄洋科学の輸⼊と改善ではなく�

次世代科学の創出に携わる�
世紀のチャンスを楽しもう!�

51	

（林 研究データ利活⽤協議会キックオフミーティング 2016.7）�



ご清聴ありがとうございました。�

52	

熊本紅蘭亭の太平燕 
（国図協総会）	


